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（２）養生 

コンクリートの打ち込み後の一定期間を、硬化に必要な温度及び湿度条件を保ち、有害な作

用の影響を受けないように養生する。 

日平均気温 
普通ポルトランド 

セメント 
高炉セメントＢ種 

早強ポルトランド 

セメント 

１５℃以上 ５日 ７日 ３日 

１０℃以上 ７日 ９日 ４日 

 ５℃以上 ９日 １２日 ５日 

 

（３）配合表 

コンクリート構造物の配合については、企業団設計指針又は愛知県標準仕様書を参照するこ

と。 

 

２ 許容応力度 

（１）無筋コンクリート 
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（２）鉄筋コンクリート 
 

許容曲げ圧縮応力度表 σ´ca（ Ｎ／㎟ ） 

項   目 
設計基準強度 ∱́ ｃｋ（ Ｎ／㎟ ） 

１８ ２４ ３０ ４０ 

許容曲げ圧縮応力度 ７ ９ １１ １４ 

 

許容せん断応力度表（ Ｎ／㎟ ） 普通コンクリート 

項   目 
設計基準強度 ∱´ｃｋ（ Ｎ／㎟ ） 

１８ ２４ ３０ ４０以上 

斜め引張鉄筋の計算

をしない場合τａ1 

はりの場合 ０．４ ０．４５ ０．５ ０．５５ 

スラブの場合 ０．８ ０．９ １．０ １．１ 

斜め引張鉄筋の計算

をする場合τａ2 
せん断力のみの場合 １．８ ２．０ ２．２ ２．４ 

 

許容付着応力度表（ Ｎ／㎟ ） 普通コンクリート 

鉄筋の種類 

設計基準強度 ∱́ ｃｋ（ Ｎ／㎟ ） 

１８ ２４ ３０ ４０以上 

普通丸鋼 ０．７ ０．８ ０．９ １．０ 

異形鉄筋 １．４ １．６ １．８ ２．０ 

 

鉄筋許容引張応力度表 σsa（Ｎ／㎟） 

鉄 筋 の 種 類 SR235 SR295 
SD295 

A・B 
SD345 SD390 

①一般の場合の許容引張応力度 １３７ １５７ １７６ １９６ ２０６ 

②疲労強度より定まる許容引張応力度 １３７ １５７ １５７ １７６ １７６ 

③降伏強度より定まる許容引張応力度 １３７ １７６ １７６ １９６ ２１６ 
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 ３ 鉄筋コンクリート構造細目 

（１）鉄筋の間隔 
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